
いろいろな難しさがあるからこそ、意思決定支援の原則は、共有しておくことが大切です。

大切なのに、難しい。それはなぜ？

実践と原則3

1 「意思」そのものがもつ難しさ

●意思は変化していくもの
●言葉と心、行動は必ずしも一致しない
●だから、他者が本人の意思を把握することは難しい

2 「正解」がない難しさ

●選んだ瞬間はベストだと思っていたものが、時がたつと後悔に
　変わったり、その逆もある
●いろいろな評価があって、何が正解かが分からない
●誰から見たか、どの時点から見たかで、正解が違ってくる

4 さまざまな「場面」で行われる難しさ

●生活、人生は意思決定の連続
●さまざまな対象、場面についての意思決定支援のガイド
　ラインがあるが、実際の生活では、場面は綺麗に分かれ
　ていない

3 いろいろな「人」が関わる難しさ

●いろいろな視点・価値観をもつ人が関わることが大切（ひとり
　よがりにならない）
●けれども、立場や職種によって意見が異なり、一致しない
●みんなの事情を優先することも起こりやすい
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